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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

大規模移動データの分析と可視化 

GPSデバイスや交通系ICカード等の

普及により、人々の移動情報が大量

に蓄積されています。こうした人の

移動パターンは、交通機関の運行状

況や、天候などの外部状況に依存し

て変化します。本展示では、様々な

複合情報を用いた人の移動パターン

の分析可視化ツールを紹介します。 

従来、単一情報源からのデータを用

いた移動パターン分析が行われてき

ましたが、本研究ではソーシャル・

ネットワークサービスのログや気象

情報等の異種情報を組み合わせた分

析により、移動パターン変化の複雑

な因果関係をとらえ、多面的に可視

化するツールを構築しています。 

多様な要因に基づいて変化する人の

移動パターンを多面的に分析し、

様々なイベントに関連した人の行動

や状況を予測する技術を確立します。

これにより、災害時の輸送計画や最

適な避難経路をタイムリーに提示し

たり、新たな都市交通計画などへの

幅広い応用が期待されます。 
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多様な外部情報を用いて移動パターンを分析し可視化 
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広域地図、市街地、建物内など
様々なレベルでの移動パターンに
ついて種々時系列イベントを組み
合わせた分析結果を可視化 

市街地 

建物内回遊行動 

分析可視化ツールの利用イメージ 


